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、神戸のなおちゃん

しょう仔<...つ

あしたは、なおちゃんが小学校乞そつぎょうする日です。
じぶん

いよいよ自分たちのばんがきたのです。

..,つし●

「あたらしい校舎でそつぎょうができる」
ぉe

あれからずっと0がっていたゆのがかなつのだと思うと

なおちゃんは、なかなかおられません。
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なおちゃんたちの薮谷は、二蒔笙の萩ゃっとさいけんされました。

ふる...つしゃ がっさ とき

古い校舎ば、なおちゃんが2年生の3学期乞むか九た時、
戸いしん”‘

あの大震災でgんかいしたのです。

ふる ..,うしゃ おe で ..,うしゃ

古い校舎…思い出のつまった校舎でした。
ぐら

中はうす暗く、まどのてつのくはさびて、
可2

あけしのは少しこのかったけれど、

なおちゃんは、
ふる ..,つしゃ Uろ

古い校舎の入リ口の広いピロテイー、

ろうかかいだんの木ののくも＇）、

てんじょうの白いアーチが気に入っていました。

じしん

地震ちょくご、たちいりきんしになった坂釜が、

かいたい乞まってしばらく手もつけられずにたっていました。

..e 
2のされるのがおしい気持ちで

ながのていたなおちゃんたちでした。

じしん ..,つしゃ

でも3年になった時、地震でつぷれた校舎の中乞
ふそ' ..,つしゃ

tすれで見たなおちゃんは、古い校舎とれかれるけっしん乞しました。

］ 

げんかんの大きなはしらがおれ、

てっ2つがむき出しになっていました。

3くばんもけいじばんもはがれ、

つらのコンか）ートが見えていました。

テしピがきょうしつのとおくにとんでいました。

てんじょうからけい3うとうがたれ下がり、

まどガラスがくだけが）、

コンか）ートのかべにあながあき、

となりのきょうしつが見九ていました。

じしん

みんながべんきょう中に地震がお3 っていたら•••.
-,つし檜

かんが九ただけでもおそろしくなるよがな校舎の中でした。
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2つしゃ

古い校舎はそんなまま、やく 1年間もたっていました。
*e 

のかれる気持ちになるのにじゅうぷんすぎる時間でしだ。

9、
.'"....'. ， 
i 討

紀 i
~II ' '§ 

学校がひなんしょになった3とも、
しん”‘

震災ちょくごの6年生が

曾笹そつぎょうしき乞していったことも、
...つしゃ

ひなんしaから少しずつかせつ校舎ができ

学校がさいかいされふっこうしていった2とも、

おんがく会やうんどう会、プー｝しすいえい、

そしてそつぎょうしきなど

みんながあつまってする大きなぎょうじは、

近くの学校のしせつ乞が）てした3とも、

そのたびに高学年が

ぃすやいろんなにもつ乞はこんだ3とも・・、

..,うし檜

3のれた校舎は 1年間，なおちゃんたちのがんばるすがた乞

みまもるようにたっていました。

そして、いよいよかいたい3うじがはじまって…、

さらちになって…•

...つしゃ

す2しずつあたらしい校舎へのきたいがのいてきたのです。

つつしゃ

「あたらしい校舎がもうすぐできも・・」

そんなきぼつ乞もって

なおちゃんたちはがんばる3とができたのです。
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そしてなおちゃんが5年生になった年、
2，，しゃ

やっとあたらしい校舎ができました。

薪薮釜ぉ、前の薮蒼のおもかげ乞のこした丸まどがある、

モダンな白いたてものです。

薮釜ができたのに、まだか九ってこない友だちがいます。

校区の中には、さらちのままの所もあります。

磁直におかせつじゅうたくがまだたっています。

あれから5年目の春です。

みんなピうしているのでしょう。
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岡山にかぞくじゅつで行ってしまったゆつき君。

0つや可

なおちゃんは、 5年生の夏休み、

岡山のおじいちゃんの家に行った時、

岡山に行ったままかえって2ないゆつき君乞だずおました。

はじ

始のの3ろ、ゆつき君は

「神戸にかか）たい…＂えりたい…」

といってないていたそうです。

でも、なおちゃんとであった時、

ゅつき君はすっかり岡山べん丸出しの

岡山の子どもになっていました。

たくさん友だちもできて、

“バスケットにむちゅつ・”とききました。

なおちゃんとのかれる時、

ゅつき君はそっとおしえてくれました。

「お父さんは神戸でしごと乞したいんだ。

しごとと家が見つかったら神戸にかえるかもしれないよ…•」

ゆつき君のサぞくは、

赤ちゃんもいg6人＂ぞく、
じしん

地震の時、

学校のひなんしょにも入れず、

しばらくじどうしゃでおたそつです。

子ピものたくさんいる

のかいかぞくがすのる家が

なかなか見つ介らす、

この岡山のあきやの目立つだんちで、

神戸（：：：：1t九る所が見つ1tるの乞まっているそつです。
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ら

お父さんが亡くなった2うじ君のことも気になります。

広島に行っだ3うじ君のことは、

2年生の時のだんにん山田先生からききました。

こうじ君といっしょにおていたお父さんと

タンスがちょくげきして、

お父さんはなくなられたのです。

お母さんとお兄さんとこうじ君の3人は、
し●つ”んイ

それから 1週間後、
奪

おじいさんおばあさんの待つ広島にいきました。

しばらくいっしょにすごしてい引間に、

3うじ君は、

おじいさんにおしえてもらった

「しょうぎ」がとくいになりました。

3年たってやっと、母子3人で、

近くのマンションにひっ3しました。

3うじ君の家のダイニングルームに

大きなテーづIしがおいてありました。
じしん

地震の時くすれた家の中から持ってきた

だった 1つのテーづJしです。

じしん

「きすがついているけどじょうぶだから、 2んど地震がきたら、

この下にかくれるんだ」
おし

と、山田先生に教九てくれたそつです。
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あそ

こうじ君の友だちが遊びに行くと、

お父さんがすもつのあいて乞

してくれました。

さいごに子どもにまけてくれる

やさしいお父さんだったのです。

なおちゃんは、

こうじ君の元の古い家乞

思い出しました。

石の門を入ったらいつも、

犬と鳥かごのインコが

むかえてくれる、

古くてあたたかい家でした。

神戸の3つじ君の家だった所はさらちになり、
しん”‘丑
震災叩のおもかげはありません。

なおちゃんは、 2うじ君が山田先生に、

「神戸と広島，ばいの友だ巧乞たいせつにする」

と、いった3と乞ききました。

こうじ君が神戸にきたらみんなであおうと思いました。
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6年になった時、てんこうしてしまった洋子さん。

いっしょにそつぎょうしようとやくそくしたのに…• •。

つつく

校区にある洋子さんの家のあともさらちのままです。

お父さんにきくと
とし nぃ什<
「都市計画にかかった所は、家をかってにたてられないんだよ」

と、おし九てくれました。

洋子さんはみんなとのかれたくないので、

ポートアイランドのかせつじゅうたくから、

ポートライナー乞の＇）ついで、

1時間かけてかよう生活がつづいていました。

省‘少苺澤謀位に行った時、
み〇為2つえん

南公園のずっとむこうに

かせつじゅうたくがつづいていました。

洋子さんにきくと、

「かせつじゅうたくから九きまで，20分ぐらいある＜かな・・・」
ょo
「夜はとってもさびしいよ。冬はさむいし、夏はあついし•••」

「家の中はせまいので、

しょくじのつくえで、べんきょうもするのよ」

と、話してくれました。

＝ 
ー

匈

菰ヽマンション、五薗遠色のけて、

ぅ，，，たて地のいちばん南にたてられたかせつじゅうたくは、

だんだんあきやが，，，だぢ、

さびしくて、ふべんで、きつい所です。

2の間もきんじょのおじさんがなくなられたそつです。

家の前にお花がそなえてありました。

”ん”ふと考え3んでいる洋子さんに、
どうしたのかきくと、

「近くの学校にかのるかもしれない」

といつのです。

デ＊

｀ ＊ 
A

K

ォ

今までがんばってきたのに、

「それはないよ」と思のすさけびました。

いっしょにそつぎょうして中学に行けるの色たのしみにしていたのです。

今は、洋子さんはちがつ学校でのそつぎょう乞

どんな思いでまっていることでしょつ。
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2つえん

校区の公園のかせつじゅうたくもそのままです。

おじいさん、おばあさんはどうしておられるのでしょう。

学校にひなんしていたよし九おばさんも、

そのかせつじゅうたくにつつったままです。

0つや

なおちゃんは、 6年生になった夏休み、

友だちとたずおた2とを思いだしました。

おとしよりと、体の不自由な方が入っておられる

そのかせつじゅうたくには、

畜・うンティ？のくのださんが、朝9時から 5時まで、

みんなのおせののだのにはたらいておられます。

なおちゃんたちがたずねると、

ちょうど体のちょうしがのるいおばあさん乞

びょついんにつれて行って

か九ってこられたと3ろでした。

巧ゃガい

ぉひるからお茶会乞ひらいてくれましたが、

かぜをひいた1)、

ちょうしがれる＜てI¥や介ら出にくいたの、

はんぶんのかたしかあつまれませんでした。

よし九おばさんのすがたが見えないのできくと、

北区のびょういんに、にゅついんされたそうです。
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おばあさんたちお

「もう家にか九るのはあきらのたよ。」

「とくべつようご老人ホームがあくの乞まってるんよ。」

「私は、 23に2うしてみんなといるのがしあの仕」

といつおばあさんもいました。

あらだのて、じ3しょうかい乞していただくと、

I¥いきん87さいのお年よりの方々です。

生活を新しいと3ろではじのる気持ちはないという方が

匿とんどでした。

くのたさんは、

/ 

｛ 硲ょ冒｛ ｛ 

ユつ尤ん

でも、公園のサCつじゅうたくですから、

いつかとり3のされます。

なおちゃんはのかれる時、しんばいになって

畜・うンテ0のくのたさんにきいてみました。

「今、みんなですのるグルーブホーム乞さがしているのよ。

つまくいくようにおうえんして幻」

と、いのれました。

なおちゃんは、大きくうなすきました。
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しんべい

震災から4年もたつと、はじののよそうがかわってきて、

みんないきぎれがしそうです。

か九ってきだい友だちのき匿うは一体いつかなつのでしょう。
可

ゅつき君、洋子さんそして・・・・神戸が好きな人たち…•

じしん

いっしゅんのうちにお2った地震が、
しん...I,、

3んなにも長い間人々乞くるしのる「震災」になるなんで••.

じしん

なおちゃんは、「地震」の事について、

もっとくのしく知りたくなりましだ。

しんさい

もつ一度「震災しりょうしつ」にいってみました。
じしん

そこに「地震」の3とがせつのいされていました。

6年生になって、

そのいみがのかるようになってきたのです。 合／ 合
＼

tJ 震災資料室

神戸でなぜ大地震がおこったのでしょう。l
1・地震はどうしておこるのか

地震は地下で岩ばんが大きな力をうけてひすみ、

たえきれなくなった時におこります。

ガラスの捧を両手でもって力を加えてみるとどうなるでしょう。

曲がりますね。

力をもっとくわえるともっと曲がります。

そして、いつか折れてしまいます。

これと同じことが、地下でおこったら、

それが地震です。
一

岩ばんがこわれたところが断層です。

淡路島ではそれが地表にあらわれて、

みんなが見ることができるように保存されています。

断層は、何百年とか、何千年に1回動くと考えられています。
でも、どの断層が、いつ動くかは、まだよくわかっていません。

日本には、地震をおこす断層が2000ヶ所もあります。

世界でも、地震が一番たくさんおこるところです。

日本のことを、日本地震列島という学者もいる＜らいです。

云＄蚕を'-烹琴・ー王；プ＿一一、m天女：ご・
-``ー：“活断l

9, •一ー ／ 
／ 
9地震波ン/イ
，， 

／ 

• -------/ .--

亨 養えュ乍
．ヽ

...→波＇．， 
---_, --. --
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2・たくさんの断層がはしる神戸のまち

神戸にはたくさんの断層があることが知られていました。

多くの人閃が生活している市街地の真下や近くに

同本もの断層が走っています。

大地震が起こる前、

「神戸では大きな地震はおこらない」

と多くの神戸の人たちは信じていました。

でも、それはまったく理由のないことでした。

神戸ふきんの断層は、さいきん同百年も動いていないので、

近いうちに地震をおこすかもしれないと

心配をしていだ学者も少なくありませんでした。

でも、そのことはみんなには知らされませんでした。

六甲山は地震で高くなった山

＼
 

六•四

9
 

璽

什
／
／
5

地震で、大地は少しだけ動きました。

六甲山は、 12センチほど高くなりました。

大阪わんは、すこししすみました。

六甲山は100万年前から、

このような地震をおこしながら高くなってきた山です。

1000年に1回、地震がおこったとすれば

100万年のあいだに1000回も地震をおこして、すこしすつ高くなって

いまのような1000メートルもの立派な山になってきたことになります。

兵庫県南部地震は、

山が高くなり、海がしすんでいく大地の変動のひとこまでした。

3・大地のことをもっと知ろう

地震のゆれの大きさやはげしさは、

地面のようすによってちがいます。

だから、地震のひがいも地面のようすで

すいぶんちがっていました。

わたしたちが住んでいる地面の下が、どうなっているかを知ることは

とても大切なことです。

山は、地震によって高くなりますが

水のはたらきで、けすられ低くなってきます。

大雨がふって、がけくすれがおこったり、

こう水で土砂がはこびだされたりします。

その土砂がたまっているところが平野です。

人内が生活している土地は

自然の大きなはたらきによって 12 
同万年も、同百万年もかけてつくられてきました。

そんな歴史をもった大地の上で、

わたしたちは生きているのです。

平野， 海

｀ 

100万年前

50万年前

10万年前

llしもといたる

資料制作・中学校教諭賞本格
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なおちゃんは、

今までのからなかった
しぜん

「自然のしくみ」を知る2とができました。

でも、なおちゃんはふしぎに思いました。
しぜん

このような「自然のしくみ」なのに、

おとなたちはなせ、
じしん

「神戸で地震がまさかお3るとは思のなかった」

と、口々に言うのでしょうか？

お父さんにきいてみると、

「お父さんもずっとそう思っていたんだよ。

神戸で生まれそだったのに、

じぷんのあしもとの大地のしくみについては、

子どもの時からしつが）おし九られていなかったこと、

おとなになってもかんしんがなかったのがはずかしいよ。」

といって、しんぶんのきじ乞見せてくれました。

それには、
じしん お

「神戸で大地震が起こることは、

今から20年いじょうも前から

神戸市のちょうさでのかっていた」

じしん しんど じしん

「01？ンe・ルスの地震と同じ震度7以上の地震が、
神戸でちょうど 1年後におこったのに、

そのひがいの差はあまりにも大きかった…•」

「それは、神戸の街づくりが
しんピ

震度5乞かんが九て行のれたけっかだった」と。

- 16 -

<至李

00し

二人の話色きいていたお母さんが、
はな

思い出すように話してくれました。

「そうそう、お母さんもはっきりお膠九ているの。
nら じしん

同じ大地震だったのに、
ししゃ

アメリカでの死者はたった 61人、

日本では6000人以上だったので
どうしてかしらと思っていたら、

なくなった方々の后とんどが、

たてものや、らっかぷつの下じき、
じしん nさい
地震ちょくごの火災によるしょうしだったの。

じしん

つまり大地震ではたえられないだてもの、

2うぞうになっていたのお…•。

なくなられた人たちが、

お年よりと、

のかものが多什った2ともショッりだったの。」

あんなにはなやかなイI¥―ント乞つぎつぎおこなって、

n n 

--: 

2くさいとし

?99泊ンの街・国際都市神戸乞？t・-,していたのに、

サいじょつ とし

「山海に行く」海上都市、六甲・ポート9イうンドが
とし

みらい都市のように思っていたのに、

「しあのせの村」が、

多くのお年よりのゆの色ふくらませてくれる

しせつときたいしたのに…

n n n n nn,., 
nn 1 、____..- I心 ヽ

—— 
鸞
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みんなのくらしていだ街が、

きけんでいっばいだったなんで・・・

じしん

大地震がおこる3と乞かんが九て、

街づくり、家づくりがおこな九ていたら…•と思うと、

なくなった多くの人たち、神戸乞はなれていった友だち、

神戸にのこっていても、

不自由なくらし乞今もしている人たち乞思い出して、

なおちゃんは、かなしくなってしまいました。

なおちゃんが、

あまりかなしそうなかおこしているので、

お父さんが、あたま乞かきながらも

はげますようにいってくれました。
しんべい

「2の震災が2んなに大きなひがい乞出したのは、

神戸にすんでいた巳とんどの人たちが、

いろんなこと乞知らないでも

へいきになっていたからとも言えるお。

お父さんたちもそれには大いにはんせいして、

3れからの街づくりは

自分たちがいろんな2とを知って、
可可

なっとくして進のようとしているんだよ。」

そ3にきんじょの小川さんが、

菖恥‘ゑ」乞もって入ってきました。

街のあちこち、

かきのターミナルでもにぎやかにやっている「暮箔」です。

- 18 -

なおちゃんもできるのかきいてみると、

「子どもはできないけれど、

3れからどんな街乞つくるかみんなでかんが九る

たいもつなうんどうだよ。」

といって、そののけをせつのいしてくれました。

<，，...勺
それは、 「神戸空港」乞つくるかどうか乞、

神戸にすんでいる人たちが

とつひょうしてきのるたののやくそく

・じょうれい乞作ってください…という蝙答．．．
＜，，2，， 

つまl)、神戸空港がひつようかどうか、

神戸市民みんなでかんがえて

そのさんせい・はんたい乞ちょくせつとつひょつで

きのるようにして巳しい。

そのたかのじ桑溺‘乞作る「暑箔」なのです。

くつ3つ
たしか 「神戸空港」は、

董淡‘蘭からつく到けいかくになっていました。

l,I,.さいイ

でも震災後、なかなかふっ3うがすすまないので、
くつつつ

「神戸空港」が巴んとつにひつようかどうか

ぎもん乞もつようになった人、

つくることになっとくのいかない人、

もっとくのしい2と乞知って介ら

かんが九たいという人など•••が、

2のうんどう乞おこしたのです。
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し ~If) い

だった一ヶ月の署名きかんでしたが、
ゅつけ，，，し＂

「神戸にすんでいるおとな（有権者）の
しょ，，，l,ヽ

3分の 1 にあた~35万人が署名した」

とテしピで思うどうされました。

なおちゃんは、

4年生の時ならった「市会」のやくわり乞思い出しました。

「みんなのおがい」は、 「せいがん」や「ちんじょう」乞して、

市長につだえることができるのです。そして、しみんがえらんだ
しギサい 丸ヽ，，，

「市議会議員」の人たちが、 「みんなのおがい」を実現するだll>に

はなしあう2とができるのです。

じ●つみんとつ0ょう

「住民投票」じつげんまでには、
しざ＂いざいん

みんなの願い乞后んとうにかな九てくれる「市議会議員」乞九らんだ')、

みんなの．3九がちゃんととどく「市会」乞つくるなど、
目0

まだまだいろんなてつづきと、多くの人たちとの話し合いがいるそつです。

＝し一-l= 

しんさい

なおちゃんは、大人の人だちがあの震災ちょくご、

みんなで力乞合のせて

がんばっていたすがた乞思い出しました。

あの時、
可可

すぐにふっこうが進み、街がかのると思っていましたが、
目ち

3んなに年月がかかり、話し合い乞つみかさ伯、

一人一人のなっとくがいるものちのかと思いました。

- 20 -

でも、そんなつみかさお乞して3なかった

お父さんたちおとながはんせいしだけっか
，，んど，，

のんどうでも2のような運動をおこして

街づくり乞みんなでかんが九ようとしている気持ちが

ったわってきて、

そんな「の」の中にいるお父さんがたのもしく見九ました。

そして、いつのまにかなおちゃんも、

これからの神戸の街乞どんな街にするのか••

神戸に空港はいるのかな？
じ〇，，みんと，，0ょ，， ，，んど，，

「住民投票乞もとのる運動」が、どうなるのサ

たにんごとでないように思えてきました。

じしん

大地震がお3ってたくさんのひがいが出たことは、

それまでの街づくりのけっかでした。

しん々ぃ

そして、震災ぃごふっこうに2んなに時間がかかっても、

まだかせつがの::?,I)、

さらちがそのままのと2ろがあります。

介えってきたいのにかえられない人たちがいます。

六甲の山にできたがけくずれのきずが

年々大きくなって、大雨がふるたびに、

こうすいにならないかしんばいになってきます。

しん”‘イ

震災後の街づくりが、 3れでいいのか・・

おとなたちにもっともっとききたい3 とがいっばい…•

董飯5どのの春も
まだたくさんのもんだいが(i)3ったままです。

こ きて；ー：．

- 21 -



大董炭、にも、たえる安全な街づくり…

だれもが安心してすごせる街づくり•••

そんな話し合いがあると、

3うじ君介ぞく、洋子さんかぞく、

かせつにのこっている人たち、

もとのばしょにもどっていない人たちは、

きっといっばい言いたいことがあるように思います。

だからなおちゃんは、

今、みんなで

3れからの神戸をかんが九ようとする「n」が
ひろがっているのがつれしいのです。

「みんな、サ九っておいでよ」

「そしてみんなで、 3れからの神戸の街乞かんがえようよ。」

なおちゃんは、心の中でさけびました。

- 22 -

中学生になったら、

もっとくのしく

「駐」 「地蓮」 「大地」 「成沿」…など

いろんな3と乞べんきょうして

みんなと「神戸の街のゆの」乞かたりだいなあ…•

と思いながら

なおちゃんはいつのまにか幻てしまいました。
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阪神・淡路大震災の影響による

小・中学校の児童生徒の状況に関する調査について

浜庫県教育委員会・ 1998年7月1日現在）

(1)阪神・淡路大震災による児童生徒の転校状況
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(2)自宅以外から通学する児童生徒の状況
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（
 

復
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転

校

先

に

永

住

不

明 一1996年
四 1997年

Eコ1998年

その他のtな賽Ih

］・震災"1iに持ち家に居住していて被災し、 n宅を再建する r•定であるが、現在借上住宅に仮住いしている場合

2．炭災後家族が分散し借上住宅等に居住しており、当該住宅が＇ F括の本拠となっていない湯合

①
 

①震災による転出児童生徒数が復帰や卒業などにより前年度比566人減少し、

4567人となっているが、減少数は少なくなっている。

②転校先に永住する児童生徒が増加しているが、復帰見込みと不明な児童生徒を

合わせた1021人 (22、3%）が元の学校へ復帰またはその可能性がある。

③復帰見込みの不明な児童生徒が860人 (18、8%）あり、今なお不安定な

生活基盤にある児童生徒が多いごとをしめしている。

(1) 阪神・淡路大震災による児童生徒の転校状況

② 

③ 

1996年7月1日現在 1997年7月1日現在 1998年7月1虹現在
県外転校 県内転校 合計 県外転校 県内転校 合計 県外転校 県内伝校 合計

転校者数（人） 3057 4094 7151 2056 3077 5133 1575 2992 4567 
復帰見込み 279 410 689 145 237 382 74 87 161 
転校先に永住 1864 1885 3749 1289 1907 3196 1092 2454 3546 
不明 914 1799 2713 622 933 1555 409 451 860 

仮設住宅から通学する児童生徒が、前年度比967人減少しており、

復興恒久住宅などへの転居が進んでいることを示している。

校区外・区域外から通学する児童生徒が前年度比863人減少しており、

本来の通学区域への通学に移行していることを、示している。

しかしながら、今なお2947人の児童生徒が、仮設住宅や校区外区域外から

通学し不安定な生活環境におかれ、あるいは遠距離通学を強いられており、

それらの児童生徒に対する配慮・指導は引き続き必要である。

(2)阪神・淡路大震災による影響により

自宅以外から通学する児童生徒の状況

1996年 1997年 1998年
計（人） 8260 4521 2947 

仮設住宅から 2940 1465 498 
親戚・知人宅等 947 347 1 91 
その他 4373 2709 2258 

-24 - -25 -



各区被害・復興状況
1998年 10月末日現在
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号＂内 北区 西区 塞水区 須磨区 長田区

死者 11 10 16 383 907 
全壊 272 436 1177 8103 20280 

仮設住宅 3800 6000 1900 1500 500 
復興住宅 5838 8941 2308 2125 647 
入居済・待 1684 3481 586 998 432 
未・待 392 445 80 202 114 

』L
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区—, 
兵

庫
区

兵庫区 中央区

540 239 

10473 6411 

700 1600 

654 3796 

532 2240 

112 588 

灘区

①各区の被害状況では、

長田区が全体の27%、東灘区が、 19%

灘区が、 18%・兵庫区が 14％と、

神戸市市街地の東が全壊家屋が多いのに、

仮設住宅は、一番西区が多く、次に北区と、

被害の少なかった所に建てられている。

②また、その後建てられた復興住宅も、

被害の少なかった西区・北区が多い。

③このことから、被災者が元の居住区に

戻ることが大変困難な状況がうかがえる。

仮設住宅から復興住宅へ

移行過程で生じた問題の一部

① 空き家が増え、安否確認、防犯・防火などの

対策も含め、居住者の様々な「相談」に乗ることが、

人数が減ったこととは逆に困難になってきている。

② 住宅確保の進み具合が、仮設住宅（地域プロック）毎に

同じ規模でスタートしても、住宅確保ができない世帯数

（比率）に差が出てきている。 (1998年 12月9日）

仮設住宅ネットワーク機関誌より

束湘区 合計

923 1455 4484 

13223 14021 74396 

600 3300 19900 

986 3883 29178 

380 1277 1 1 6 1 0 

96 381 2410 
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「なおちゃん」にお手紙をくださったみなさんへ

神戸のなおちゃんに思いを寄せて、大震災の学習をされた事を、とてもうれ Lく思います。

なおちゃんたちが体験Lた大震災は、今まで簗いてきた生活が崩れ、かけがえの無い命が奪わ

れ、何もかも失う恐惰、悲Lさ、それは言葉で表わL尽くせないものでLた。

でも、どんな大災害をも乗リ越えようとする人間のエネルギーになったのは、そ Lて小さな

なおちゃんたちを支えたのは、実は、家族や友逮の励ま L、近所の人たちのコミュニケーショ

ン、見知らぬ全国の方々の思いやリの心、優Lさだったのです。あの時、生き残った多くのも

のは、あの自然の力の前で、死んでいたのは自分だったかも Lれない… •「自分が生かされて

いる思い」を実感LまLた。そ Lて困っている人にやさ Lくなリま Lた。自分を必妻とする人

に力を注ぐことが生きる喜びになったのです。思いやリの心が持てたのです。

LかL神戸では震災直後せっかく人々に生きる勇気を与えた人々の思いやリ、コミュニケー

ションが、避離所を出ても地蟻に帰る所が無い賽づく＇）を Lてきたために、今もなお、撼蟻か

ら遠く離れた仮設で、県外で暮らさざるをえない人たちがたくさんいるのです。元の賓に戻リ

たい、切られたコミュニケーションを取リ戻 Lたい、そのための大変な苦労を重ねています。

災害に蓉い街づくリとは、葦やかなイベントが行える権敦を建設 Lたリ、見せかけの斬Lい

街をつくるのではなく、そこに住む人々の普段からの心が遁い合う賓、お年寄＇）の方、体の不

自由な方、子どもたち、弱い立湯の人たちが生き生きできる優Lい獅をつくることだったので

す。譲もが安心Lて暮ら Lていける掏、それが竃法で保障された生存権や、文化的な生活を守

る人権を大切に Lた街づくリだったのです。神戸の者は、震災後も仮設での孤独死、多くの震

災関連死が饒いている現実の中で、その事に気付き、訴える声が日増Lに高まっています。

もう一つ大切な事は、人間も自然の営みの一部であるという事、自然を科学的に知る事の大切

さでLた。今回の地震も起こるぺ<Lて起こった地震だったのにその事を大人がLっか＇）学詈

Lて街づくリに十分生かLていなかった事から大震災になって Lまったのです。今神戸の者は、

その事も反省Lてこれからの街づくリに生かそうと Lています。神戸のなおちゃんたちは、ふ

だん当たり前の生活の中で気付かなかった大切な事を、何もかも失う中で知リま Lた。

皆さんには、何もかも失わなくても、このような災害にあわなくても、普段からの人々の思

いやリの心が伝わる街、そ Lて自然を大切に Lた優Lい街づくリを LてほLいものです。

神戸の復興はまだまだ時間がかか 1)ますが、「離もが生きていてよかったと思える賓づくリ

をLたい」この共通の願いを大切にお互いに頑恨＇）ま Lょう。その事が災害で亡くなった多く

の方々の叫びに応える事になると思います。 池見 宏子

- 28 -
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あとがき

1995年 1月17日、あの阪神淡路大震災から 5年目になリます。

当時 1年生だった子どもたちが最高学年6年生に、あの時2年生だった「なお

ちゃんたち」は小学校卒業を迎え、いよいよあの大震災を小学校在学中に体験

Lた子どもたちが少なくなリ、過去のものになろうと Lています。

貴重な体験を忘れて欲しくない、希望をもって生きて欲 Lい…そんな願いの

中から生まれたお話「神戸のなおちゃん」でした。

この4年間、「なおちゃん」は、「阪神・淡路大震災仮設支援 NGO連絡会」の

ポランテイアの人達によって全国に紹介され、神奈川からは「紙芝居」になっ

て返ってきたリ、九州では「大型絵本」に変身 Lたリ、京都では学校の授業の

中で「語リ部」として活躍 L たリ…•いろんな形で、全国の皆さんの手で育て

ていただきま Lた。その間、寄せてただいた励ま Lのお手紙へのお返事を裏面

に載せることで、その感謝の気持ちを伝えさせていただきたいと思います。

そして「おはな Lの続きを求める声」と、「どう Lても伝えなければならな

い思い」が重なリ、この度の、続•お話「神戸のなおちゃん」として、発行す

ることができま Lた。

このお話のメッセージは、あれからのなおちゃん達が、年月が経っても、なかな

か進まない身近な友達やお年寄リの復興の様子・つらい生活の中から、あきら

めないでどう Lて頑張ろうと Lているのか？お伝え Lたいのです。

それは、年月が経って、人々が懸命に生きてきた中から分かってきた本当の

復興を求める姿でした。

本当の復興は被災者の最後の 1人の叫びまで聞き取って、これからの街づく

リに生かす事ではないでLょうか？

「住民投票」を求める運動の原点も、このような悲 Lい事を二度とくリ返さな

いために、大切なことは「住民自身が決めたい」という強い思いから発展 Lた

運動だと思います。だから 35万人余リの署名を書かれた方々の思いを大切に

これからの運動を進めて欲しいのです。

この続•お話「神戸のなおちゃん」には、被災地の子どもたちに現実的な希

望を繋げるものとして、新しい神戸市民の運動・これからの神戸を思う大人違

の真剣な姿に期待が込められていることを付け加えます。

後に、文中の震災資料の部分を執筆 Lて下さった櫨谷中学校の贄本格先生、

資料提供の神戸新聞社関係者の方々のご協力に感謝Lます。

（震災5年目を迎えて・ 1999年 1月17日 池見宏子）
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続•お話「神戸のなおちゃん」

1 9 9 9年 1月 17日（第一刷発行）
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